
分水おいらん道中
◉ 今月のこだわり（６ページまで）

４月15日㊐　午後０時30分から（大河津分水桜並木）　午後3時から（地蔵堂本町通り）　★午後０時30分から地蔵
堂本町通りに染井吉野太夫が登場します。　前夜祭…４月14日㊏　午後３時から（地蔵堂本町通り）
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第８回分水おいらん道中前夜祭　４月14日土　午後３時〜９時　地蔵堂本町通り

日
が
暮
れ
て
夕
闇
が
迫

る
こ
ろ
、
地
蔵
堂
本

町
通
り
沿
い
に
並
べ

ら
れ
た
絵
灯
籠
に
灯
り
が
と
も
さ

れ
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
幻
想
的
な
雰

囲
気
が
通
り
全
体
を
包
み
込
み
ま

す
。
そ
の
中
を
総
勢
22
人
の
「
ミ

ニ
お
い
ら
ん
道
中
」
が
練
り
歩
く

前
夜
祭
は
、
昼
間
と
は
違
う
趣
の

あ
る
道
中
で
、
訪
れ
た
多
く
の
観

客
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

　

前
夜
祭
は
、
平
成
12
年
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

地
元
商
店
会
と
分
水
商
工
会
が
中

心
と
な
っ
て
始
め
た
も
の
で
、
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。
第
６

回
ま
で
は
、
前
年
の
分
水
出
身
お

い
ら
ん
が
前
夜
祭
の
お
い
ら
ん
を

務
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら

は
新
生
燕
市
の
誕
生
を
記
念
し
、

「
夜
桜
太
夫
」
と
し
て
一
般
公
募

の
中
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
ミ
ニ
お
い
ら
ん
道
中
」
の
ほ

か
に
も
、
屋
台
村
や
ワ
ゴ
ン
セ
ー

ル
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
よ
さ
こ
い
や
分
水
花

見
音
頭
な
ど
で
、
地
蔵
堂
本
町
通

り
の
雰
囲
気
は
徐
々
に
盛
り
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
観
客
の
期

待
と
熱
気
が
最
高
潮
に
達
し
た
こ

ろ
、「
夜
桜
太
夫
」が
登
場
し
、フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

絵灯籠の薄明かりが演出する
昼間とは一味違う幻想的な夜のおいらん

今月のこだわり｜分水おいらん道中 ✿｜No２ おいらん道中前夜祭

い
ら
ん
道
中
の
原
型
が
作
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
芸
妓
一
人
を
「
お

い
ら
ん
」
に
仕
立
て
、
添
え
役
と

し
て
「
か
む
ろ
」
2
人
を
従
え
て

の
道
中
は
観
光
客
か
ら
の
評
判
も

よ
く
、
昭
和
11
年
か
ら
賑
や
か
に

挙
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
程
な
く
し
て
戦
時
下

と
な
り
中
止
。
戦
争
も
終
わ
り
、

よ
う
や
く
日
本
の
復
興
が
軌
道
に

乗
っ
た
昭
和
24
年
、
華
々
し
く
復

活
し
ま
し
た
。
以
来
、
昭
和
32
年

の
地
蔵
堂
大
火
に
よ
る
中
止
、
昭

和
49
年
の
雨
天
に
よ
る
中
止
の
ほ

か
は
、
毎
年
4
月
の
第
3
日
曜
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で

66
回
目
を
迎
え
ま
す
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
日
本

一
長
い
川
「
信
濃

川
」。
ひ
と
た
び
豪
雨

と
な
れ
ば
大
洪
水
を
も
た
ら
し
た

こ
の
川
は
、
昔
か
ら
こ
の
地
域
で

暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
を
苦
し
め

て
き
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
、
念
願
だ
っ
た
大
河

津
分
水
路
の
本
格
的
な
採
掘
工
事

が
始
ま
り
、
22
年
の
歳
月
と
延
べ

1
千
万
人
の
人
力
を
費
や
し
て
、

約
10
キ
ロ
の
大
河
津
分
水
路
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
大
治
水
事
業

に
よ
っ
て
、
長
き
に
渡
る
洪
水
の

被
害
か
ら
人
々
は
救
わ
れ
、
胸
ま

で
浸
か
る
湿
田
は
豊
な
穀
倉
地
帯

へ
と
そ
の
姿
を
変
え
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
、
こ
の
大
事
業
を
記

念
し
て
堤
防
上
に
植
樹
さ
れ
た
３

０
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、

今
で
は
立
派
な
桜
並
木
に
成
長

し
、
わ
た
し
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
春
、
桜
前
線
が

到
来
す
る
と
、
そ
の
桜
並
木
の
下

で
は
絢
爛
豪
華
な
越
後
の
花
絵
巻

「
分
水
お
い
ら
ん
道
中
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

お
い
ら
ん
道
中
の
由
来
は
大
正

13
年
ご
ろ
に
始
め
ら
れ
た
、
有
志

に
よ
る
仮
装
行
列
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

9
年
に
は
、
分
水
の
桜
と
景
勝
を

全
国
に
宣
伝
し
よ
う
と
「
分
水
路

花
の
会
」
が
発
足
し
、
現
在
の
お

独特の外八文字が多くの人を魅了する
おいらん道中が歩んできた道のり

今月のこだわり｜分水おいらん道中 ✿｜No１ 歩んできた道のり

メインの「ミニおいらん道中」のほかに
も、よさこいや分水花見音頭など多彩な
行事が繰り広げられます。今年の前夜祭
は地蔵堂本町通り。昼間とは一味違う夜
のおいらん道中をぜひご覧ください。

◦
提
灯
持
ち

◦
手
古
舞

◦
み
ど
り

◦
か
む
ろ

◦
お
い
ら
ん

◦
ほ
う
か
ん

◦
傘
持
ち

◦
新
造

◦
舞
妓

●図：おいらん道中行列の紹介

地
蔵
堂
本
町
通
り
商
店
会 

会
長

平ひ

ら

は

ら原 

剛つ
よ
し

さ
ん
（
地
蔵
堂
本
町
二
丁
目
）

　今年は数年ぶりに本町通りで前夜
祭が行われることになりました。地
蔵堂本町通り商店会は昨年３月に新
しく立ち上がったばかりで、今回の
前夜祭が商店会として初めての大き
なイベントになります。合併したの
ですから、燕・吉田地区からも多く
の皆さんから、おいらん道中を楽し
んでいただきたいと思っています。
そのためにも、楽しい前夜祭となる
よう、商店会全員で盛り上げていき
たいですね。

● 

問
い
合
わ
せ　

燕
市
分
水
地
区
観
光
協
会
（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
２
５
６
・
97
・
２
１
１
１
（
分
水
庁
舎
）
内
線
２
２
２
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燕
市
分
水
地
区
観
光
協
会
専
門
委
員
会 

理
事

須す

だ田 

治は

る

こ子
さ
ん
（
砂
子
塚
）

本
町
テ
ン
ト
村

本
町
テ
ン
ト
村

緑
化
木
苗
木
市

地蔵堂本町通り歩行者天国

第66回分水おいらん道中当日　４月15日日　
午後０時 30分〜２時（予定）　大河津分水公園出発→桜並木→大河津橋到着
午後３時〜３時 50分（予定）　願王閣出発→地蔵堂本町通り→分水福祉会館到着　

「信濃」「桜」「分水」の三太夫
絢爛豪華な越後の夢道中をご覧あれ

今月のこだわり｜分水おいらん道中 ✿｜No３ おいらん道中当日

桜
並
木
と
地
蔵
堂
本
町

通
り
を
練
り
歩
く「
信

濃
」「
桜
」「
分
水
」

の
三
太
夫
。
そ
の
美
し
い
姿
を
一

目
見
よ
う
と
、
毎
年
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
お
い
ら
ん
道
中

に
足
を
運
び
ま
す
。
70
人
も
の
付

き
人
（
２
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
）

を
従
え
、
絢
爛
豪
華
な
衣
装
に
身

を
包
ん
だ
お
い
ら
ん
は
、
高
さ
15

セ
ン
チ
の
三
枚
歯
黒
塗
り
の
高
下

駄
を
履
き
、「
外
八
文
字
」
と
呼

ば
れ
る
独
特
の
歩
き
方
を
披
露
し

ま
す
。

　

お
い
ら
ん
役
に
は
今
年
も
県
内

外
か
ら
１
３
６
人
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
一
見
華
や
か
に
見
え
る

お
い
ら
ん
で
す
が
、
衣
装
と
カ
ツ

ラ
を
合
わ
せ
た
重
さ
は
30
キ
ロ
に

も
及
ぶ
た
め
、
忍
耐
強
さ
や
足
腰

の
強
さ
な
ど
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
は
観
光
客
と
の

写
真
撮
影
に
応
じ
る
「
染
井
吉
野

太
夫
」
が
、
本
町
テ
ン
ト
村
に
登

場
し
ま
し
た
。
一
緒
に
記
念
撮
影

が
で
き
る
ほ
か
、
行
列
を
歩
く
三

太
夫
が
見
せ
な
い
艶
や
か
な
ポ
ー

ズ
は
必
見
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も

「
お
い
ら
ん
衣
装
試
着
・
メ
イ
ク

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
歴
代
お
い

ら
ん
集
合
」
な
ど
、“
体
験
で
き

る
＂
お
い
ら
ん
道
中
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平成19年3月1日号 4

三太夫が繰り広げる全国でも珍しい夢道
中を心ゆくまでご堪能ください。また、
本町テント村では、大河津分水路の桜並
木とは一味違ったおいらん道中を体験

4 4

す
ることができます。

本町テント村開店　４月15日日　午前 11時〜午後５時　地蔵堂本町
来なせてばね本町へ！　見るだけじゃ物足りない。おいらん道中を体験しよう！

▲歴代おいらんが大集合しま〜す！
平成 14 年から 18 年までの歴代おいらん
が集合します。物産展のお手伝いのほか、
記念撮影にも応じます。気軽に声を掛けて
ください。

▲おいらんと記念撮影をパチリ！
「信濃」「桜」「分水」の三太夫の道中とは別に、本町テント村には「染井吉野
太夫」が登場します。一緒に記念撮影はいかがですか？　混雑する場合は入場
規制を行います。撮影時間は午後０時 30 分から３時 30 分ごろを予定してい
ます。途中、休憩のため太夫が撮影会場から離れることがありますので、ご了
承ください。

▲おいらん衣装試着・メイク体験コーナー
手軽においらん気分が味わえる人気のコー
ナー。記念撮影付きですので、一生の思い
出になりますよ。メイクはその場で落とせ
ます。（先着 30 人・2,000 円予定）

▲ふるさと物産展を開催
おいらん道中ならではのおみやげを手に入
れてみませんか。軽食や似顔絵コーナーな
ども楽しめます。お買い物は本町テント村
へおいでください。 おいらん道中進行方向

★分水堤防（大川津ふれあいセ
ンター）への無料シャトルバス
発着場

北
越
銀
行

新潟大栄信組

至
分
水
福
祉
会
館

至
願
王
閣

分水太鼓演奏場所

染井吉野太夫撮影場所

至
Ｒ
１
１
６

至
分
水
駅

燕市役所
分水庁舎

●本町テント村出店者募集
と　き　４月 15 日㈰　午前 11 時～午後 5 時ごろ
ところ　地蔵堂本町通り（テント村）　申込期限　3 月 22 日㈭
出店料　燕市内の事業所・団体・個人…1,000 円　
　　　　燕市外の事業所・団体・個人…5,000 円
●前夜祭フリーマーケット出店者募集
と　き　４月 14 日㈯　午後 3 時～ 9 時ごろ
ところ　地蔵堂本町通り（スペースは 2.5 ｍ× 2 ｍ程度）
申込期限　3 月 22 日㈭　出店料　無料
●写真コンテスト作品募集
応募締切　５月 18 日㈮　★応募規定などは下記までお問い合わせください

【問い合わせ】　燕市分水地区観光協会（観光振興課内）☎ 0256-97-2111

● 

問
い
合
わ
せ　

燕
市
分
水
地
区
観
光
協
会
（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
２
５
６
・
97
・
２
１
１
１
（
分
水
庁
舎
）
内
線
２
２
２

●分水神輿春の陣参加者募集　当日は神輿を担げる格好でおいでください。ハ
ンテンはこちらで用意します。また、分水神輿會の会員も随時募集しています。
と　き　４月 15 日㈰　午前 10 時～ 11 時 30 分　
ところ　信濃川大河津資料館周辺
集合時間・場所　当日午前８時 30 分までに分水商工会館
問い合わせ　分水神輿會事務局（担当芦田）　☎ 0256-98-3081

至R116

　おいらん道中にかかわるように
なって 40 年ほどになります。私の
役目は道中でおいらんや子どもたち
の様子を見守ること。顔色をうかが
い、着物が崩れていないかなどに
注意しながら全体を見渡す、「おい
らん道中のお母さん」みたいなもの
ですね。抽選の結果、残念ながら参
加できなかった子どもたちのために
も、全員が最後まで道中を歩き終え
ることができるよう、しっかりと見
守りたいと思っています。



☞郵便等による不在者投票ができる選挙人
で、自ら投票の記載をすることができない人
は、代理記載制度を利用することができます。

戦
傷
病
者
手
帳

障害名

障害の程度
特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

第
３
項
症

両下肢・体幹の
障害 ○ ○ ○

心臓・じん臓・
呼吸器などの
内臓機能障害

○ ○ ○ ○

身
体
障
害
者
手
帳

障害名 障害の程度
１級 ２級 ３級

両下肢・体幹・
移動機能の障害 ○ ○

心臓・じん臓・
呼吸器・

ぼうこう・直腸・
小腸の障害

○ ― ○

免疫の障害 ○ ○ ○

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分
「
要
介
護
５
」

☞ ｢郵便等による不在者投票制度 ｣の対象
者は、燕市の選挙人名簿に登録されてい
る人で障害の程度が次のいずれかに該当
する人（○印の該当者）です。

新潟県議会議員一般選挙
投票日は平成19年4月8日㈰

　選挙に関しての問い合わせは
　　　　　　選挙管理委員会事務局へどうぞ。
　▶燕市選挙管理委員会事務局（吉田庁舎）
　　☎0256 ･ 92 ･ 2111内線370・371

身
体
障
害
者
手
帳

障害名
障害の
程度
１級

上肢・視覚の
障害 ○

戦
傷
病
者
手
帳

障害名

障害の程度
特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

上肢・視覚の
障害 ○ ○ ○

　

こ
の
制
度
で
投
票
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
燕
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
代
理
記
載
人（
選

挙
権
を
有
す
る
者
に
限
る
）
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
る
人
」
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
（
○
印
の
該

当
者
）
で
す
。

選挙管理委員会からのお知らせです

平成１９年４月８日㈰は新潟県議会議員一般選挙の投票日です。
新潟県の未来を担う人を投票によって自分たちの手で決めることができます。
忘れずに投票しましょう。

「郵便等投票証明書」の有効期限が
切れていませんか？

　有効期限が切れていると、選挙のときに郵便による投票をすることが
できません。ご自宅で保管されている証明書を確認しておいてください。
もし切れていて、引き続き“郵便等投票”を希望される人は、再申請の
手続きが必要です。
　投票日に投票所に行けない人で下記に該当する人は、自宅で郵便等に
よって投票できる制度があります。そのためにはあらかじめ、「郵便等投
票証明書」を持っていなければなりません。証明書の交付申請はいつで
も受け付けています。申請書（本人の署名必要）と、該当する手帳など
をお持ちの上、選挙管理委員会事務局へ手続きにおいでください。

立候補予定者説明会
開催のお知らせ

　新潟県議会議員選挙の立候補予定者
に対する説明会を開催します。立候補
を予定されている人は、下記の会場に
おいでください。
開催日時：3月19日㈪午後1時30分
開催場所：新潟市新光町 4番 1号
　　　　　新潟県庁西回廊 2階　講堂
※詳しくは、新潟県選挙管理委員会
　(☎ 025・285・5515) へどうぞ。
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平成18年度　燕市分水地区観光協会　決算報告
燕市分水地区観光協会の平成 18 年度（平成 18 年 2 月 1 日～平成 19
年 1 月 31 日）決算は以下のとおりです。
項　目 決算額 説　明

（収入の部）

補助金 21,038,000 観光協会事業補助金、大河津分水改修促進期成
同盟会助成金

寄　付 2,970,716
広告料 1,099,475
雑収入 215,173 預金利息、桜まつり出店料など
参加料 175,500 酒呑童子行列参加費（351 人）
繰越金 3,257,417 前年度繰越金
合　計 28,756,281

（支出の部）
会議費 242,805 総会、役員会など
旅　費 88,200 おいらん役旅費
賃　金 0 人夫賃金など
宣伝費 4,913,236 ポスター・チラシ・ＨＰの作製など

行事費 10,004,790 桜まつり行事、国上山山開き、酒呑童子行列な
ど

設営費 7,871,760 ぼんぼり・看板作製、音響設備、桜並木等の照
明設置、仮設トイレ設置、交通誘導設備一式

食糧費 1,566,808 桜まつり関係、国上山山開き、酒呑童子行列
消耗品費 314,812 消耗品、写真、クリーニング代など
借上損料 420,000 おいらん道中時バス借上料

報償費 735,409 桜まつり協力者および参加団体謝礼、酒呑童子
行列協力者および参加団体謝礼

委託料 600,129 桜植樹委託料、桜並木害虫防除
負担金 780,000 新潟県観光協会負担金
予備費 0
合　計 27,537,949

翌年度繰越金　1,218,332 円

●花まつり稚児行列
４月 14日土　午後１時から
▪分水福祉会館→地蔵堂本町通り→勝敬寺
●美術工芸展・遠州古流花道展
4 月 14 日土・15日日
午前９時 30分〜午後 5時
▪常昌寺
●分水文化協会展
３月 31日土〜５月 10日木
▪道の駅国上
●観桜川柳大会
４月 15日日　午前 11時から
▪五千石公会堂
●桜まつり芸能ショー
４月 15日日　午前 11時から
▪信濃川大河津資料館わき特設ステージ
●緑化木苗木市
４月 15日日　午前９時〜午後４時
▪地蔵堂本町中央通り
●分水神輿
４月 15日日　午前 10時〜 11時 30 分
▪信濃川大河津資料館周辺
●分水太鼓
4 月 15 日日　午後 2時から
▪本町テント村

桜まつり協賛行事

今月のこだわり｜分水おいらん道中 ✿｜No４ 交通規制と駐車場・桜まつり協賛行事のご案内

交通規制と駐車場
●前夜祭　４月 14 日土

午後１時〜９時（市街地のみ）
※前夜祭の駐車場は⑦⑧⑨⑪のみ。
●当　日　４月 15 日日

午前 8時〜午後 7時（市街地）
午前 8時 30 分〜午後 4時（堤防）

● 

問
い
合
わ
せ　

燕
市
分
水
地
区
観
光
協
会
（
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
２
５
６
・
97
・
２
１
１
１
（
分
水
庁
舎
）
内
線
２
２
２

【今月のこだわり】終わり



▪ＮＰＯ活動のスケジュールです
項　目 内　容 期　日

1 団体登録
　受付期間

助成金の申請を希望する一定の
要件を備えた団体の皆さんか
ら、市へ登録していただきます。

3月1日㈭〜
4月27日㈮

2 助成金申請
　　受付期間

登録済みの団体から申請の受付
を開始します。

4月2日㈪〜
4月27日㈮

3 第１次審査
◦書類審査

第 1次審査として書類審査を行
います。審査には、市民の皆さ
ん等で構成する「イキイキまち
づくり活動審査会」が審査を行
います。

5月上旬

4
第 2次審査
◦公開プレゼン
　　テーション

第１次審査を通過した団体は、
第２次審査において提案内容な
どを公開形式で PR してもらい
ます。

5月中旬

5
◦助成金
　交付決定
◦助成金交付

市は審査結果に基づき、申請団
体に助成金の交付決定を通知
し、助成金を交付します。

5月下旬
5月下旬から
6月下旬まで

6 対象活動の実施 申請団体は提案した活動を実施
します。

助成金交付決
定の日から対
象活動完了日
まで

7

実績報告
　(助成金の
　確定と精算 )

申請団体は、活動終了後、速や
かに実績報告を提出し、助成金
の確定と精算を行います。なお、
助成金に不用額が生じた場合
は、返還していただきます。

活動終了後、
速やかに

※助成の対象となる活動は、当該年度内に完了するものとします。

　

法
人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
不

特
定
多
数
の
人
た
ち
の
利
益
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
次
に
該
当
す

る
団
体
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

1
規
則
ま
た
は
会
則
を
持
ち
、
継
続
的
に

　

活
動
が
行
わ
れ
る
団
体

2
燕
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、
主
た
る

　

活
動
区
域
が
市
内
に
あ
る
団
体

3
原
則
５
人
以
上
の
構
成
員
で
構
成
さ
れ

　

て
い
る
団
体

※
営
利
や
政
治
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
団

体
や
、
公
共
の
利
益
を
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
団
体
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

区　分 経費の種類
報償費 講師等の謝金、調査・研究の報償等
旅　費 交通費、通行料等
需用費 図書費、文具類購入費、印刷製本費等
役務費 郵便料、通信料、保険料等
委託料 警備委託料、催し物等会場設営委託料等
使用料 会場使用料、レンタル機器、レンタル物品等
その他の経費 市長が必要と認める経費

※団体の運営に係る事務所の賃借料や水道光熱費などは対象外です。
※他の機関等から補助金等を受けたり、料金を徴収したりして行う活動
　については、当該助成金の対象経費からそれらの額を控除します。

　

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
自
主
的
に
行
政

と
協
働
で
行
い
、
不
特
定
多
数
の
人
た
ち

の
利
益
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
活
動
で
す
。
た
だ
し
、
営
利
や
政
治
、

宗
教
を
目
的
と
す
る
活
動
や
、
公
共
の
利

益
を
害
す
る
行
為
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
活

動
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▪
助
成
の
対
象
と
な
る
団
体

▪
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

活動名 活動内容 助成額と助成回数

まちづくり
　チャレンジ
　　　　活動

これからイキイキまちづくり活動
の第一歩を踏み出そうとしてい
る団体に対して助成します。

１団体につき一律５万円
1団体につき1回

まちづくり
ステップアップ
　　　　活動

すでにイキイキまちづくり活動を
行っている団体に対し、新規に
実施する活動または既存活動
の拡大に対して助成します。

５万〜 30 万円。ただし助
成金額は対象経費の２分の
１以内とし、30万円を上限
1団体につき2回

※助成金に不用額が生じた場合は返還していただきます。

▪
助
成
の
内
容

▪
助
成
の
対
象
と
な
る
活
動

（
イ
キ
イ
キ
ま
ち
づ
く
り
活
動
）

ふむふむ。
特定の人たちのため
ではなく、できるだけた
くさんの人たちのために
なる活動が、助成の対
象となるのね。

助成
制度事業の大
まかな流れはこ
の表を見てくだ

さい。

市民の皆さん
と行政が手と手を
取り合ってまちづ
くりを進める
のね。

なるほど。
こういう経費が
助成の対象にな
るんだね。

　市では、公益的な市民活

動の活性化を図るため、行

政と協働のまちづくりを進

める団体が行う活動費の一

部を助成する制度、『燕市

NPO 活動助成事業』を平

成19 年度においても実

施します。

　新たにまちづくり活

動を始めたいと考えて

いる団体や、現在の活

動の幅をもう少し広げ

てみたいと考えてい

る団体の皆さんのご

応募をお待ちしてい

ます。

P
O

N

ＮＰＯ(民間非営利団体）の皆さんに

耳よりな情報です

燕
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
事
業
新
年
度
に
向
け
て
、
助
成
金
申
請
を

希
望
す
る
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

助
成
金
の
交
付
決
定
の
審
査
は
、
公

平
・
公
正
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
公

開
・
透
明
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
適
正
、
客
観
的
に
審
査
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
イ

キ
イ
キ
ま
ち
づ
く
り
活
動
審
査
会
」
を
設

置
し
、
次
の
と
お
り
審
査
を
行
い
ま
す
。

１
次
審
査
・
応
募
書
類
に
よ
る
審
査

２
次
審
査
・
１
次
審
査
を
通
過
し
た
応
募

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
、
提
案
内
容
な
ど
に

つ
い
て
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に

よ
る
審
査

　

登
録
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
地
域
振

興
課
（
吉
田
庁
舎
）
や
、
燕
・
分
水
庁
舎

の
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図
書

館
の
各
窓
口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.tsubam
e.niigata.jp

）「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
助
成
事
業
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

右
ペ
ー
ジ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
ご
覧
の

上
、
所
定
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

〒
９
５
９
ー
０
２
９
５　

燕
市
吉
田
日
之
出
町
１
番
１
号

 

地
域
振
興
課
市
民
活
動
支
援
係
（
吉
田

庁
舎
）
☎
０
２
５
６
・
92
・
２
１
１
１
（
内

線
244
）FAX

０
２
５
６
・
92
・
２
１
１
０

E-m
ail　

chiiki@
city.tsubam

e.
niigata.jp

▪
助
成
決
定
の
審
査
方
法

▪
要
項
や
申
請
な
ど
必
要
な
用
紙

▪
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

　助成については、あくまでも
当該団体の自立への支援を促す
ためのものです。市民の皆さんと
行政との協働のまちづくりを進める
ためのもので、内容は左表のとおりです。

　活動を実施するときに、助成金
の交付の対象となる経費はおおむ
ね右表のとおりです。
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2007 燕市産業カレンダー

4
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

3
日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

問い合わせ く
ら
し
の　
　

情
報

●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256-92-2111
ＦＡＸ 0256-93-3210

●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256-63-4131
ＦＡＸ 0256-63-9845

●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町３丁
目３番１号
☎ 0256-97-2111
ＦＡＸ 0256-97-2115

Key o
f

Information

鍵 き
ー

●燕市
　ホームページ
www.city.tsubame.
niigata.jp

募
集
・
試
験

平成19年3月1日号11

Key o
f

Inform
atio

n鍵くらしの
きー情報

お
知
ら
せ

・
賃
金
（
時
給
）　

８
０
０
円
〜

９
０
０
円

・
加
入
保
険　

社
会
保
険
、
労
働

保
険

●
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月

30
日
。
雇
用
期
間
は
、
勤
務
実
績

に
よ
り
更
新
（
6
カ
月
間
）
し
ま

す
。

●
選
考
方
法　

面
接

●
面
接
日
・
会
場　

申
込
者
に
後

日
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

次
の
必
要
書
類
を

学
校
教
育
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出

さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
は
原
則
と
し

て
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
必
要
書
類

⑴
履
歴
書　

市
販
の
も
の
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
う

え
、
左
上
余
白
に
希
望
職
種
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

⑵
教
員
免
許
状
の
写
し　

学
習
指

健
康
推
進
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
２

２
４
）　

燕
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
燕

庁
舎
・
内
線
６
０
８
）

燕
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
の
募
集

●
募
集
人
数　

１
人

●
勤
務
内
容　

セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
業
務

●
資
格
要
件　

普
通
自
動
車
免
許

取
得
者
、
泳
げ
る
人
、
市
内
在
住

の
人

●
勤
務
時
間　

原
則
８
時
間
。
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
は
休
日
。
た
だ

し
、
交
代
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

●
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
20
年

３
月
31
日

●
時
給　

７
８
０
円

●
試
験
内
容　

面
接
試
験

●
試
験
日
・
試
験
会
場　

申
込
者

に
後
日
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
（
写
真
添

付
）、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
履

歴
書
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。

●
申
込
期
限　

３
月
15
日
㈭　

午

後
５
時
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
燕
市
体
育
セ
ン

タ
ー
内
、
〒
９
５
９
︲
１
２
６
３

燕
市
大
曲
３
０
１
５
番
地
）
☎
０

２
５
６
・
64
・
３
０
９
１

学
校
臨
時
職
員
の
募
集

●
募
集
内
容

❶
特
別
支
援
学
級
介
助
員

・
募
集
人
数　

６
人
程
度

・
勤
務
内
容　

特
別
支
援
を
要
す

る
児
童
・
生
徒
の
介
助
や
支
援
な

ど・
勤
務
時
間　

７
時
間

・
賃
金
（
時
給
）　

７
８
０
円

・
加
入
保
険　

社
会
保
険
、
労
働

保
険

❷
学
習
指
導
補
助
員

・
募
集
人
数　

６
人
程
度

・
勤
務
内
容　

授
業
中
に
お
け
る

教
師
の
指
導
補
助
な
ど

・
勤
務
時
間　

８
時
間

導
補
助
員
を
希
望
す
る
場
合
で
、

免
許
状
を
有
し
て
い
る
場
合
は
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
免
許
状
が
な

く
て
も
応
募
可
能
で
す
。

●
申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮　

午

後
5
時
必
着

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

教

育
委
員
会
学
校
教
育
課　

〒
９
５

９―

１
２
９
５
燕
市
白
山
町
２
丁

目
７
番
27
号
（
燕
庁
舎
分
館
・
内

線
７
５
２
）

臨
時
看
護
職
の
募
集

●
募
集
人
数　
　

２
人

●
勤
務
内
容　

家
庭
訪
問
、
健
康

相
談
、
健
診
業
務
な
ど

●
勤
務
先　

燕
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格　

保
健
師
・
看
護
師

の
資
格
の
あ
る
人
、
自
動
車
普
通

免
許
取
得
者

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
（
８
時
間
）

●
期
間　

４
月
１
日
～
20
年
３
月

末
（
月
～
金
曜
日
）

●
給
与　

時
給
１
２
５
０
円

●
保
険　

政
府
管
掌
健
康
保
険

●
申
し
込
み　

３
月
23
日
㈮
ま
で

履
歴
書
と
保
健
師
・
看
護
師
免
許

の
写
し
を
健
康
づ
く
り
課
健
康
推

進
係
ま
た
は
燕
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
を

超
え
た
場
合
、
書
類
選
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課

●
講
師　

丸
山
成
子
さ
ん
、
小
林

民
世
さ
ん

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
対
象　

市
内
小
学
校
４
〜
６
年

生
お
よ
び
中
学
生

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
内
容　

季
節
の
料
理
と
お
菓
子

作
り

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３

月
５
日
㈪
か
ら
中
央
公
民
館
（
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
２
５

６
・
63
・
７
０
０
１
）

燕
市
交
通
公
園
の
管
理
人

（
嘱
託
員
）
の
募
集

●
募
集
人
員　

２
人

●
仕
事
内
容　

作
業
員
を
指
導
・

監
督
し
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
や
サ
イ
ク

ル
モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
行
お
よ
び
使

用
料
金
の
取
り
ま
と
め
な
ど
の
公

園
業
務
全
般

●
勤
務
場
所　

燕
市
交
通
公
園

（
大
曲
）

●
応
募
資
格　

高
校
卒
業
で
40

歳
以
上
（
平
成
19
年
4
月
1
日
現

在
）

●
勤
務
期
間　

4
月
1
日
～
11
月

20
日
（
予
定
）

●
勤
務
日　

週
５
日
勤
務
（
水
曜

日
の
休
園
日
の
他
、
土
曜
日
曜
、

祝
日
を
除
く
平
日
に
１
日
休
み
）

●
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
30
分
の
８
時
間
（
休

憩
時
間
は
60
分
）。
た
だ
し
、
7

月
1
日
か
ら
8
月
15
日
は
午
後
7

時
ま
で
、
8
月
16
日
か
ら
8
月
31

日
は
午
後
6
時
30
分
ま
で
が
公
園

の
開
園
時
間
に
な
る
の
で
そ
の
内

の
８
時
間
勤
務

●
報
酬　

月
額
16
万
円

●
選
考
方
法　

面
接

●
申
込
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）
を
都
市
計
画
課
（
分
水
庁

舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

3
月
15
日
㈭

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
公

園
緑
地
係
（
分
水
庁
舎
・
内
線
３

１
２
）

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

申
込
者
本
人
に
よ
る
抽
選
と
な
り

ま
す
。

●
募
集
戸
数　

一
般
用
住
宅　

 

・
県
営
分
水
学
校
町
住
宅　

１
戸

〔
３
Ｄ
Ｋ
〕

・
市
営
新
生
町
住
宅　

１
戸
〔
２

Ｋ
〕

●
入
居
資
格

▼
同
居
親
族
が
い
る
こ
と(

市
営

新
生
町
団
地
は
条
件
に
よ
り
単
身

可)▼
所
得
が
月
額
20
万
円
以
下
（
高

齢
者
世
帯
・
障
害
者
世
帯
・
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
同
居
世
帯
の

場
合
は
26
万
８
０
０
０
円
以
下
）

で
あ
る
こ
と
。

▼
県
営
分
水
学
校
町
住
宅
を
希

望
で
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合

は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す(

有

料
）。

●
申
込
期
限　

３
月
15
日
㈭

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
課
公
営
住
宅
係
（
分
水

庁
舎
・
内
線
２
３
３
）　

燕
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
係　
（
燕
庁

舎
・
内
線
２
１
７
）　

吉
田
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
係
（
吉
田
庁

舎
・
内
線
２
７
２
）

市
委
嘱
女
性(

婦
人)

学
級

を
募
集

　

社
会
教
育
課
で
は
、
自
主
的
な

女
性
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
女

性
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
行
う
学
習
に

対
し
て
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
で
も
、
生
活
課

題
な
ど
の
相
互
学
習
を
通
し
て
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
女
性
（
お
お
む
ね
15
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
）

●
学
習
時
間　

年
間
20
時
間
以
上

●
学
習
内
容　

学
級
生
で
話
し
合

い
、
集
団
学
習
、
継
続
学
習
の
良

さ
を
生
か
し
た
学
習
（
市
民
生

活
、家
庭
生
活
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
趣
味
な
ど
）

●
申
し
込
み　

３
月
15
日
㈭
ま
で

社
会
教
育
課
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
社
会
教

育
課
に
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
２

５
６
・
63
・
７
０
０
１
）

子
ど
も
料
理
教
室

参
加
者
募
集

●
と
き　

３
月
27
日
㈫　

午
前
10

時
〜
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　

燕
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

奨
学
金
の
申
込
受
付

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年

度
の
奨
学
金
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
教
育
の
機
会

均
等
と
人
材
育
成
を
目
的
に
、
成

績
の
優
秀
な
学
生
が
経
済
的
な
理

由
か
ら
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
、
市
が
学
費
を
貸
し
出
し

て
援
助
す
る
制
度
で
す
。
利
用
を

希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人①
新
潟
県
内
の
高
等
学
校
や
高
等

専
門
学
校
お
よ
び
国
内
の
大
学

（
短
期
大
学
を
含
む
）
や
専
修
学

校
に
在
学
す
る
人

②
就
学
の
意
欲
が
旺
盛
で
、
将
来

卒
業
す
る
力
を
持
ち
、
保
護
者
が

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

③
経
済
的
理
由
で
、
就
学
が
困
難

な
人

④
市
内
に
保
証
人
と
な
る
人
（
家

族
以
外
）
が
い
る
人

●
奨
学
金
貸
与
の
決
定　

氏
名
を

伏
せ
、
審
査
委
員
会
の
審
議
を
経

て
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

●
貸
与
額

▼
普
通
奨
学
金
（
50
人
程
度
）

①
高
等
学
校　

月
額
２
万
５
０
０

０
円

②
高
等
専
門
学
校　

月
額
３
万
円

③
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

月
額
４
万
円

▼
特
別
奨
学
金
（
３
人
）

①
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

月
額
７
万
円

●
申
込
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
27

日
㈮

※
申
請
書
は
、
学
校
教
育
課
、
吉

田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
分
水

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

※
他
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

（
燕
庁
舎
分
館
・
内
線
７
５
４
）



●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256-92-2111
ＦＡＸ 0256-93-3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256-63-4131
ＦＡＸ 0256-63-9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町３丁
目３番１号
☎ 0256-97-2111
ＦＡＸ 0256-97-2115

問い合わせ

平成19年3月1日号 12

平成 20 年４月から
現在の老人保健制度に変わり

後期高齢者医療制度 が始まります

Key o
f

Inform
atio

n鍵くらしの
きー情報

平成19年3月1日号13

●

●

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
の
老

人
保
健
制
度
が
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
え
る
中
、
現
役
世
代
と
高
齢

者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、
公

平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る

た
め
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
、
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度

を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
保
険

料
を
納
め
、
広
域
連
合
が
交
付
す

る
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に
提

示
し
て
、
診
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
制
度
の
運
営
は
都
道
府
県
単
位

で
、
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
が
行
い
ま
す

　

現
在
、
75
歳
以
上
の
人
は
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加
入

し
、
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る
老

人
保
健
制
度
か
ら
医
療
給
付
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
た
な
制

度
に
移
行
す
る
と
、
広
域
連
合
が

運
営
し
、
医
療
給
付
を
提
供
し
ま

す
。

●
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
対
象
に
な

り
ま
す

　

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

駐　車　場 一カ月 一年分
一括払い

仲町
駐車場

屋根有
8,000 円

屋根有
91,200 円

吉田駅前
駐車場

屋根有
8,000 円

屋根有
91,200 円

屋根無
5,500 円

屋根無
62,700 円

吉田駅裏
駐車場

屋根無
5,500 円

屋根無
62,700 円

ビジョン吉田前
駐車場

屋根無
3,000 円

屋根無
34,200 円

分水本町
駐車場

屋根無
2,500 円

屋根無
28,500 円

分水学校町
駐車場

屋根無
3,000 円

屋根無
34,200 円

分水新町
第一駐車場

屋根無
2,500 円

屋根無
28,500 円

分水新町
第二駐車場

屋根無
2,500 円

屋根無
28,500 円

稲荷神社
駐車場

屋根無
2,500 円

屋根無
28,500 円

諏訪町
駐車場

屋根無
2,500 円

屋根無
28,500 円

●駐車場利用料金 【
駐
車
場
の
申
し
込
み
】

●
申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の

上
、
燕
庁
舎
生
活
環
境
課
、
吉
田

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
分
水
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最

寄
り
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。
満
車
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
利
用
料
金　

表
の
と
お
り

●
駐
車
制
限　

長
さ
５
ｍ
、
幅
２

ｍ
、
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る
自
動
車

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
自
転
車
等
駐
車
場
の
申
し
込
み
】

   

燕
駅
前
、
吉
田
駅
前
北
、
吉
田

駅
前
南
自
転
車
等
駐
車
場
の
利
用

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

通
勤
、
通
学
な
ど
で
自
転
車
等

駐
車
場
を
利
用
す
る
人
は
、
必
ず

利
用
申
請
を
行
い
承
認
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
承
認
を
受
け
な
い
と

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の

上
、
燕
庁
舎
生
活
環
境
課
、
吉
田

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
分
水
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
駐
輪
場

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
原
付
、

自
動
二
輪
車
は
標
識
番
号
が
必
要

で
す
。

●
利
用
料
金　

年
額
２
０
０
０
円 

　

た
だ
し
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
学
生
は
無
料
に
な
り
ま
す
の

で
、
減
免
申
請
書
を
一
緒
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
市
外
の
人
は
、

社
会
人
、
学
生
を
問
わ
ず
、
３
割

増
し
の
料
金
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
交

通
公
害
係　
（
燕
庁
舎
・
内
線
２

５
３
）

３
月
１
日
㈭
か
ら
市
営
駐
車
場
・
自
転
車
等
駐
車
場

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

（
一
定
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
は

65
歳
以
上
か
ら
加
入
可
）
は
、
そ

の
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
保
険
料
は
原
則
、
年
金
か
ら
天

引
き
し
ま
す

　

保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

を
対
象
に
、
年
金
か
ら
天
引
き
し

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
人
に
つ
い
て

は
、
口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
保
険

料
に
つ
い
て
は
原
則
、
県
内
均
一

の
料
率
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
費
の
負
担
は
一
般
は
１

割
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
で

す
　

医
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
（
医
療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
負

担
）
は
１
割
で
す
。
た
だ
し
、
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
今
後
も
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

広
域
連
合
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
３
月
中
の
設
立
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
被
保
険
証
の

交
付
、
保
険
料
額
の
決
定
、
保
険

料
の
納
期
な
ど
が
順
次
決
定
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
医

療
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
５
５
５
） ▼

▼

第１回定例会日程（予定）
◦３月７日㈬　本会議（議案上程、委員会
　　　　　　　付託、一般質問）
◦  ８日㈭　本会議（一般質問）
◦  ９日㈮　本会議（一般質問）
◦ 12日㈪　本会議（一般質問）
◦ 13 日㈫　総務常任委員会
◦ 14日㈬　市民厚生常任委員会
◦ 15日㈭　産業建設常任委員会
◦ 16 日㈮　文教常任委員会
◦ 19日㈪　予算審査特別委員会
◦ 20日㈫　予算審査特別委員会
◦ 22日㈭　予算審査特別委員会
◦ 26 日㈪　本会議（委員長報告、質疑、
　　　　　　討論、採決）
　いずれも午前９時 30 分から議場（吉田
庁舎）で行います。委員会については事前
にお申し込みください。詳しくは議会事務
局 （☎ 0256-93-5296 直通）へお問い合
わせください。

議会を傍聴しませんか

    市議会 3 月定例会

　旧 NTT 燕電話交換所ビルを借用して
「市民ギャラリーつばめ」を開設してい
ますが、施設の老朽化に伴い 3 月 31 日
で閉鎖します。
●問い合わせ　文化振興課（総合文化セ
ンター内☎ 0256・63・7002）

市民ギャラリーつばめ
閉鎖のお知らせ

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
学

生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

　

国
民
年
金
に
は
、
学
生
（
20
歳

以
上
の
人
）
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
の
う
え
承

認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
で
平
成
18

年
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人

は
、
４
月
末
ま
で
に
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
ま
た
は
各
庁
舎
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
物

①
年
金
手
帳
（
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
）

②
印
鑑

③
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

明
書

※
前
年
度
学
生
納
付
特
例
制
度
が

承
認
さ
れ
た
人
で
、
今
年
度
も
申

請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て

申
請
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
５
５

３
・
５
５
４
）　

吉
田
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
吉
田
庁
舎
・
内
線

２
６
６
）　

分
水
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
分
水
庁
舎
・
内
線
２
１
２
）

せ
ん
定
枝
か
ら
で
き
た

た
い
肥
『
せ
ん
て
い
君
』

を
差
し
上
げ
ま
す　

　

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で

で
き
た
「
た
い
肥
」
を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

生
活
環
境
課
（
燕

庁
舎
）
と
各
庁
舎
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
環
境
係
、
ま
た
は
吉
田
環
境

衛
生
公
社
（
吉
田
本
町
）

●
申
請
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入

●
申
請
期
限　

３
月
15
日
㈭

●
配
布
日
時　

３
月
17
日
㈯　

午

前
８
時
～
午
後
３
時

●
配
布
場
所　

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
（
吉
田
本
町
）

●
注
意
事
項

・
１
世
帯
１
０
０
㎏
程
度
ま
で
と

し
ま
す
。
た
だ
し
当
日
の
申
込
者

数
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
袋
に
詰
め
て
持
ち
帰
る
人
は
、

大
き
く
て
丈
夫
な
袋
を
用
意
し

て
、
２
人
以
上
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。

・
配
布
当
日
は
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

・
次
回
は
５
月
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
２
４

５
）　

吉
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

環
境
係
（
吉
田
庁
舎
・
内
線
２
６

９
）　

分
水
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

環
境
係
（
分
水
庁
舎
・
内
線
２
０

３
）　

吉
田
環
境
衛
生
公
社
☎
０

２
５
６
・
93
・
２
６
９
３

三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
お
知
ら
せ

●
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
か
た
」

　

身
近
な
人
間
関
係
に
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

●
と
こ
ろ　

ソ
レ
イ
ユ
三
条

●
定
員　

各
回
８
人

●
申
し
込
み　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
☎
０
２
５
６
・
32
・
３
３

７
４

①
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

自
分
を
知
る
！

●
と
き　

３
月
14
日
㈬　

午
後
２

時
～
4
時

②
は
な
す　

聴
く　

つ
た
え
る

●
と
き　

３
月
28
日
㈬　

午
後
２

時
～
４
時

●
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
と
こ
ろ　

ソ
レ
イ
ユ
三
条

●
定
員　

各
回
６
人

●
申
し
込
み　

☎
０
２
５
６
・

32
・
３
３
７
４
（
開
催
日
の
前
日

ま
で
）

①
履
歴
書
を
書
い
て
み
よ
う

●
と
き　

３
月
13
日
㈫　

午
後
７

時
～
９
時

②
面
接
攻
略
法
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー

●
と
き　

３
月
27
日
㈫　

午
後
７

時
～
９
時

18
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●問い合わせ　スポーツ振興課国体準備室（燕市体育センター内☎ 0256・64・3091）

第 9回全国障害者スポーツ大会第 64回国民体育大会

３㎞の部
午前９時 30 分スタート

○壮年男子 B（60 歳以上）
○壮年女子（40 歳以上）
○中学生女子
○小学生５・６年男子
○小学生５・６年女子
○小学生３・４年男子
○小学生３・４年女子

10 ㎞の部
午前 10 時スタート

○一般高校男子
○一般高校女子
○壮年男子（40 歳以上）

５㎞の部
午前 10 時 20 分スタート

○一般高校男子
○一般高校女子
○壮年男子Ａ（40 歳以上）
○中学生男子

ジョギングの部
午前９時 40 分スタート
※申し込みはいりません

小学生以上はどなたでも
参加できます。トラック
を指導員と一緒に楽しみ
ながら走ります。

今回は私とっぴーが空手道競技について説明します

　住宅などの建物は日頃からの適切な維持管理が必要
です。そこで市民の皆さんに防災の再認識や建物の点
検などを実施していただくために、「建築物防災週間」
を全国一斉に行っています。
　県内においても、『中越大震災』や『７・13 水害』
により各地で多くの人命や建物が被害に遭い、燕市内
でも被害が報告されています。
　皆さんも今回の大災害を教訓に、もう一度ご自分の
建物やブロック塀などの点検を行い、災害時の非難経
路や安全対策についてご家族で話し合っておきましょ
う。また、エレベーターや防火シャッター、排煙窓な
どのある建物については、定期点検を忘れずに行いま
しょう。
●ご自分で住宅の耐震診断をしてみませんか？
　新潟県では、専門知識がなくても木造住宅の簡易診
断ができる『わが家の耐震診断と補強方法』を配布し
ています。詳しくは、三条地域振興局建築課まで問い
合わせください。不安に思われる人は、建築の専門家
に耐震診断を依頼するのも一つの方法です。
●建築物防災相談所を開設します
　防災や建物の点検などでお知りになりたいことがあ
る人は、お気軽にご相談ください。
●開設期間　３月１日㈭～２日㈮、５日㈪～７日㈬
午前９時～午後４時
●開設場所　新潟県　三条地域振興局　建築課
●電話番号　0256・36・2319
●問い合わせ　建築住宅課（分水庁舎・内線 233）

　2009 年第 64 回国体のアーチェリー競技が、
吉田ふれあい広場で開催されます。
　的を射抜く爽快感を皆さんも体験してみませ
んか？　参加費や用具は必要ありません。軽い
運動ができる服装で、お気軽においでくださ
い。
●と　き　３月 24 日㈯・31 日㈯　
　　　　　午前９時～正午
●ところ　屋内ゲートボール場（吉田水道町）
●対　象　小学５年生以上
　　　　　ファミリーも大歓迎
●申込期限　3月 19 日㈪
●申し込み・問い合わせ　吉田総合体育館
　　　　　　　　　　　　☎ 0256・92・5100

3 月 1 日〜 7 日
建築物防災週間

参加者募集

アーチェリー体験教室

も
う
一
度
働
き
た
い
！

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を
応

援
し
ま
す
！

　

育
児
や
介
護
な
ど
を
理
由
に
退

職
し
た
人
で
、
将
来
的
に
再
就
職

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
再
就

職
準
備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て

い
ま
す
。
登
録
す
る
と
次
の
支
援

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
登

録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加②
再
就
職
準
備
に
つ
い
て
の
個
別

相
談

③
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報

誌
や
事
務
所
通
信
の
送
付

●
問
い
合
わ
せ　

㈶
21
世
紀
職
業

財
団
新
潟
事
務
所
☎
０
２
５
・
２

４
９
・
５
６
６
０

家
庭
で
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼

養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

１
月
に
、
宮
崎
県
で
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま

し
た
。
家
庭
で
ニ
ワ
ト
リ
や
カ
モ

な
ど
を
飼
養
し
て
い
る
人
も
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
野
鳥
な
ど
が
飼
育
舎
や
水
飲
み

場
な
ど
に
入
ら
な
い
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。（
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設

置
、金
網
の
隙
間
、破
損
の
チ
ェ
ッ

ク
と
修
繕
）

②
飼
育
舎
の
清
掃
と
消
毒
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
育
舎
へ
の
出
入
り
時
は
靴
の

裏
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

④
飼
育
舎(

鳥
に
限
ら
ず)

の
清

掃
ま
た
は
接
触
前
後
は
、
手
洗

い
、
う
が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
飼
養
し
て
い
る
鳥
の
健
康
観
察

に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

複
数
ま
た
は
連
続
し
て
異
常
な

鳥
（
元
気
が
な
い
、
死
ん
で
い
る

な
ど
）
を
発
見
し
た
場
合
は
、
鳥

に
接
触
せ
ず
、
家
畜
保
健
衛
生
所

（
☎
０
２
５
６
・
88
・
３
１
４
１
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

野
ネ
ズ
ミ
駆
除（
薬
剤
散
布
）

の
お
知
ら
せ

　

市
内
農
地
の
ね
ず
み
駆
除
の
た

め
、
各
集
落
で
低
濃
度
の
薬
剤
を

散
布
し
ま
す
。
集
落
に
よ
り
、
散

布
日
時
が
異
な
り
ま
す
が
、
ペ
ッ

ト
な
ど
の
散
歩
時
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
散
布
日　

３
月
10
日
㈯
～
25
日

㈰●
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
越
後
中
央

の
各
営
農
セ
ン
タ
ー
（
燕
☎
０
２

５
６
・
66
・
２
３
８
７
、
吉
田
☎

０
２
５
６
・
93
・
５
２
５
７
、
分

水
☎
０
２
５
６
・
97
・
１
５
２
１
）

吉
田
総
合
体
育
館
一
般
開
放

中
止
の
お
知
ら
せ

　

３
月
18
日
㈰
の
吉
田
総
合
体
育

館
の
一
般
開
放
は
、
燕
市
民
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
の
た
め
中

止
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
☎
０
２
５

６
・
64
・
３
０
９
１
）

●
と
こ
ろ　

４
月
22
日
㈰

●
開
会
式　

午
前
８
時
40
分

●
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
燕

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

●
部
門
と
ス
タ
ー
ト
時
間　

表
の

と
お
り

●
参
加
資
格　

小
学
生
３
年
生
以

上
の
健
康
な
人
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
の
応
諾
が
必
要
）

●
参
加
料　

▼
小
・
中
学
生　

１

０
０
円　

▼
高
校
生　

５
０
０
円

▼
一
般　

１
０
０
０
円

●
表
彰　

①
各
部
門
と
も
第
１
位
か
ら
第
６

位
ま
で
表
彰
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

は
除
く
）

②
10
㎞
の
市
内
在
住
者
、
在
勤
者

お
よ
び
在
学
者
の
最
高
順
位
に
燕

ロ
ー
ド
選
手
権
賞
を
授
与

③
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
数
え
て
、

10
回
・
20
回
・
30
回
の
出
場
者
を

表
彰

④
10
㎞
・
５
㎞
・
３
㎞
の
参
加
者

全
員
に
記
録
証
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
申
込
期
限　

３
月
31
日
㈯

●
申
し
込
み　

体
育
セ
ン
タ
ー

（
大
曲
）、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
燕

（
小
牧
）

●
問
い
合
わ
せ　

体
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
６
・
64
・
３
０
９
１

●部門とスタート時間〈年齢起算日は 4 月 22 日〉

●『形』競技とは？
　空手道における「形」とは、「ある仮定」の多数の敵に対しての攻防の手順を
一つの流れとして表現したものです。競技は、流派で継承されている形を演武し、
その鍛度、正確さ、緩急、その他の諸要素を総合的に競うものです。
①形の種類：指定形、自由形　
②審判員：３人または５人　
③勝　敗：審判員の旗表示による多数決　
④形の選定：同じ形は選べない
●『組手』競技とは？
　ルールに従って相対する選手が実際に技の攻防を行い、得点を競うものです。
①コート：８ｍ×８ｍ（内側１ｍに警告エリア）　
②競技時間：男子３分、少年と女子２分　
③審判構成：監査１人、主審１人、副審３人　
④勝　敗：次の場合に勝敗が決する。
　◇一方が８ポイント差をつけた場合◇棄権、反則、失格があった場合◇競技時
　間終了時に、それまでに取得しているポイントの合計が多い方を勝者とする。
⑤得　点：１本（３ポイント）、技あり（２ポイント）、有効（１ポイント）

第
18
回
燕
マ
ラ
ソ
ン
大
会  

出
場
者
募
集

燕
市
は
２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
の
空
手
道
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
会
場
で
す

空手道競技には「形」と「組手」の２種目があります



●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256-92-2111
ＦＡＸ 0256-93-3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27 号
☎ 0256-63-4131
ＦＡＸ 0256-63-9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町３丁
目３番１号
☎ 0256-97-2111
ＦＡＸ 0256-97-2115

問い合わせ
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催
し

➡
往
復
ハ
ガ
キ
の
記
入
例
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燕文化協会ダンスフェスティバル2007
３.21 WED

●問い合わせ　燕市文化会館　☎ 0256・63・7002

DANCE

健
康
・
福
祉

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟　

試

合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ　

第

１
節　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
対

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

　

燕
地
区
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

後
援
会
と
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

後
援
会
で
は
、
市
内
在
住
の
皆
さ

ん
を
今
季
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
ご
招
待
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
と
熱
い

応
援
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
と
き　

３
月
21
日
㈷　

午
後
２

時
試
合
開
始(

開
門
予
定
正
午)

●
と
こ
ろ　

東
北
電
力
ビ
ッ
ク
ス

ワ
ン　

(

チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
ス
タ
ン

ド
２
層
目
自
由
席)

※
状
況
に
よ
り
他
の
座
席
を
ご
案

内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
条
件　

燕
市
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

１
５
０
０
人

●
応
募
方
法　

記
入
例
に
よ
り
、

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、
１

世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
有
効
で

す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
応
募
期
限　

３
月
12
日
㈪
必
着

●
受
け
渡
し　

ご
招
待
の
可
否
は

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
通
知(

３
月

14
日
㈬
頃
の
予
定)

し
ま
す
。
観

戦
当
日
返
信
ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参

し
、
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｓ
ゲ
ー

ト
と
Ｅ
ゲ
ー
ト
の
間
の
「
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
テ
ン
ト
」

脇
で
チ
ケ
ッ
ト
と
引
き
換
え
の
う

え
、
入
場
、
観
戦
く
だ
さ
い
。

●
備
考　

車
で
来
場
の
場
合
は
事

前
に
駐
車
券
（
１
台
１
０
０
０

円
）
を
ロ
ー
ソ
ン
ま
た
は
セ
ブ
ン

︲
イ
レ
ブ
ン
に
て
お
求
め
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
座
席
不
使
用
の
未
就

学
児
童
は
入
場
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
後
援
会
（
速
水
・
國
井
）

☎
０
２
５
・
２
８
２
・
０
０
２
２

可
否
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

で
き
ま
せ
ん
。

新
規
学
卒
就
職
者
歓
迎
会

　

４
月
に
燕
市
内
の
事
業
所
に
就

職
す
る
人
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

新
規
学
卒
就
職
者
歓
迎
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
6
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
午
後
4
時
（
予
定
）

●
と
こ
ろ　

吉
田
産
業
会
館

●
内
容　

式
典
・
記
念
講
演
会

●
参
加
費　

1
人
１
０
０
０
円

●
申
込
期
限　

3
月
16
日
㈮

●
主
催　

巻
公
共
職
業
安
定
所
、

燕
市
、
燕
商
工
会
議
所
、
吉
田
商

工
会
、
分
水
商
工
会
、
日
本
金
属

洋
食
器
工
業
組
合
、
日
本
金
属
ハ

ウ
ス
ウ
ェ
ア
工
業
組
合
、
協
同
組

合
つ
ば
め
物
流
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商

工
振
興
課
中
小
企
業
振
興
係
（
燕

庁
舎
・
内
線
２
６
５
）

火
曜
サ
ロ
ン
・
読
書
を
ほ
ん

と
う
に
楽
し
む
会

　

感
想
を
語
り
合
い
、
読
書
の
楽

し
さ
を
分
か
ち
合
う
会
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　

今
回
は
『
お
の
ぞ
み
の
結
末
』

を
読
み
ま
す
。

●
と
き　

３
月
20
日
㈫　

午
後
７

時
～
８
時
40
分

●
と
こ
ろ　

燕
市
立
図
書
館　

●
問
い
合
わ
せ　

燕
市
立
図
書
館

☎
０
２
５
６
・
62
・
２
７
２
６

分
水
公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

◎
３
月
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美
：
フ
ォ

ト
分
水
・
合
同
展
示

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
ど
ろ
ん
こ

会ギ
ャ
ラ
リ
ー
分
水
の
里
：
稲
架
木

の
会

第
62
回　

春
の
分
水
芸
能
祭

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
と
き　

３
月
18
日
㈰　

正
午
開

演●
と
こ
ろ　

分
水
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

分
水
公
民
館
☎

０
２
５
６
・
97
・
２
７
０
３　

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
バ
ス
に
よ
る
全
血
献
血

（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）
を
実

施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　

●
と
き　

３
月
18
日
㈰　

午
前
10

時
～
11
時
45
分
、
午
後
１
時
～
４

時●
と
こ
ろ　

県
央
サ
テ
ィ

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課

健
康
推
進
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
２

２
６
）

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接

種（
２
期
）を
受
け
ま
し
た
か

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
か
ら
５
歳
以
上
７
歳

未
満
の
子
に
対
し
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
予
防
接
種
（
２
期
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
７
月

に
対
象
者
に
個
人
通
知
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
予
約
を
し
て
受
け
て
く

だ
さ
い
。
接
種
期
間
を
過
ぎ
ま
す

と
任
意
接
種
（
自
費
）
に
な
り
ま

●と　き　3 月 21 日㈷
　　　　　開場　午後 1 時　　
                 開演　午後 2 時
●ところ　燕市文化会館
●入場整理券（プログラム代）　300 円
　文化会館で取り扱っています。

【出演団体】
　白百合学園燕愛育会　　燕大人バレエ＆ジャズダンスサークル

【友情出演】
　よさこい燕☆輝らら　　燕舞会　　新潟大学ダンスサークル mima　　よしだ笑猫（ラフ・キャッツ）
　砂子塚来い来いよさこい 

【スペシャルゲスト】
　若林美津枝 with PAL 子　　渡辺薫さん（ニューヨーク在住・フルート、篠笛奏者）

　華麗なクラッシックバレエやジャズダンスの発表あり、
さらに、よさこい団体も出演します。また今回は、現代ダ
ンスの第一人者であり海外公演も多い佐渡出身の若林美津
枝さんと、佐渡発信の太鼓集団『鼓童』の全国ツアーの演
出家でありジャズ奏者でもある渡辺薫さんとの２人による
コラボレーションもあります。普段では見ることができな
い舞台を堪能することができます。

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
接
種
期
間　

３
月
31
日
㈯
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課

健
康
推
進
係
（
燕
庁
舎
・
内
線
２

２
６
）

生
活
習
慣
病
予
防
フ
ェ
ア

の
開
催

　

燕
労
災
病
院
と
燕
大
通
商
店
街

振
興
組
合
共
催
に
よ
る
生
活
習
慣

病
予
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

３
月
17
日
㈯　

午
後
１

時
～
５
時

●
と
こ
ろ　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ

ば
め

●
内
容　

・
講
演
会　

▼
午
後
２
時
～
２
時

30
分　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
改
善
に
つ
い
て　

▼
午

後
３
時
～
３
時
30
分　

バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
と
は

・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー　

午
後
１

時
～
４
時

・
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
機
器　

血
圧

測
定
、
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定
、
血
液
モ
ニ
タ
ー
チ
ェ
ッ

ク
、
体
脂
肪
測
定

●
問
い
合
わ
せ　

燕
労
災
病
院
勤

労
者
予
防
医
療
部
☎
０
２
５
６
・

64
・
５
１
１
１
内
線
２
２
９
０
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図書館 NEWS

☆インターネットが利用できます！
　インターネット開放端末が燕・吉田図書館に各
１台ずつ設置してあり、無料で使用できます。利
用希望の人は所定の用紙に記入の上、お申し込み
ください。
　燕・吉田図書館は一人 30 分、使用できます。
次の利用申し込みがない場合、燕図書館は継続で
きます。吉田図書館ではもう１回 30 分延長して
利用できます。分水図書館は公民館に設置してあ
ります。通信費として３分 10 円いただいていま
す。プリントアウトは各館ともできませんのでご
了承ください。

図書館だより

BOOK CHOICE 図書紹介

★『山の子たちの中越大震災』（N３６９ヤ）
　中越大震災から約２年半。震源地である川口町
の田麦山小学校では、被災後３回目の卒業式を迎え
ます。山の子たちの強さを教師が記録としてまとめた
１冊。
★『団塊世代「次」の仕事』（３６６ダ）
　今年から団塊世代の定年が急増することに対して
再就職や終身雇用を活用する企業も増えてきていま
す。これからを乗り切るテーマが詰まっています！
★『進級・卒業する生徒に「贈る言葉」』（３７４サ）
　矢沢永吉、論語、松下幸之助、相田みつをなど
100 人以上の生きる力となる言葉を集めています。
その言葉の背景と共に言葉を味わってみませんか？
★『ズッコケ三人組の卒業式』（K９１３ナ）
　50 巻からなるズッコケ三人組シリーズの最終巻。
30 年経ても、ハカセ、モーちゃん、ハチベエは卒業
まぎわまで、相変わらず「ズッコケ三人組」です。

【3 月のテーマ】

卒業

　毎月テーマを決めて、オススメの本を紹介してい
ます。貸し出しを希望する人は、利用カードを持っ
てお近くの図書館までおいでください。

燕市立図書館　
☎ 0256-62-2726
燕市立吉田図書館
☎ 0256-92-7650
燕市立分水図書館（分水公民館内）
☎ 0256-91-3255
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活
き
生
き
教
室
参
加
者
募
集

　
「
転
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

「
少
し
動
く
と
疲
れ
る
」
な
ど
、

思
い
当
た
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
身
体
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

４
月
～
９
月
の
毎
週
火

曜
日　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30

分●
と
こ
ろ　

分
水
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

筋
力
を
付
け
る
「
け
ん

こ
つ
体
操
」
な
ど

●
講
師　

健
康
運
動
指
導
士

●
対
象　

平
成
20
年
３
月
末
日
で

70
歳
ま
で
の
人(

昭
和
12
年
４
月

以
降
に
生
ま
れ
た
人)
で
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
ら

ず
、
一
人
で
バ
ス
の
乗
降
が
で
き

る
人
で
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
人

①
腰
、
股
関
節
、
ひ
ざ
関
節
を
手

術
し
た
事
が
あ
る
人

②
整
形
外
科
に
定
期
受
診
し
て
い

る
人

③
脳
卒
中
の
既
往
が
あ
る
人

④
難
病
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
低

下
の
あ
る
人

※
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
身

体
の
状
態
を
保
健
師
が
確
認
し
ま

す
。

●
持
っ
て
く
る
物　

運
動
靴(

内

履
き)

、
長
め
の
タ
オ
ル
、
水
分

●
そ
の
他　

各
集
合
場
所
に
バ
ス

が
巡
回
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

３
月
５
日
㈪
～
20

日
㈫　

※
定
員
先
着
35
人

●
申
し
込
み　

燕
市
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
５
６
・
63
・
４
０
０

１　

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
93
・
５
４
６
１　

分
水
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・
98
・

６
１
１
２

脳
は
つ
ら
つ
教
室
（
認
知
症

予
防
教
室
）
参
加
者
募
集

　

｢

最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
き
た｣｢

認
知
症
に
な
り
た
く

な
い
！｣

と
思
っ
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
？
認
知
症
予
防
の
た
め

に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
脳
刺
激
し

ま
し
ょ
う
。

●
と
き　

４
月
か
ら
毎
月
２
回

(

金
曜
日)　

午
前
９
時
15
分
～

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

分
水
福
祉
会
館

●
内
容　

脳
刺
激
体
操
、
音
読
ド

リ
ル
・
計
算
ド
リ
ル
な
ど

●
対
象　

次
の
①
〜
③
の
全
て
に

該
当
す
る
人

①
介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
人

②
自
力
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
人

③
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
人

●
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

●
持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
、

水
分
、
眼
鏡(

必
要
な
人) 

●
申
し
込
み　

３
月
23
日
㈮
ま
で

分
水
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５

６
・
98
・
６
１
１
２

障
が
い
者
相
談
会
の
ご
案
内

　

障
が
い
者
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
補
聴
器
相
談
会
も
同

時
開
催
し
ま
す
。
身
体
障
が
い
に

限
ら
ず
、
障
が
い
者
全
般
の
相
談

で
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

3
月
16
日
㈮　

午
前
10

時
～
正
午

●
と
こ
ろ　

分
水
福
祉
会
館

●
問
い
合
わ
せ　

分
水
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
（
分
水
福
祉
会
館
内

☎
０
２
５
６
・
97
・
２
２
６
３
）

料
理
教
室
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

家
庭
で
も
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
腕
を
ふ
る
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
12
日
㈪　

午
前
10
時

～
午
後
２
時

●
と
こ
ろ　

吉
田
産
業
会
館

●
定
員　

20
人

●
材
料
費　

１
５
０
０
円

●
申
込
期
限　

３
月
７
日
㈬

●
主
催　

吉
田
勤
労
者
協
議
会

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

山
崎

☎
０
２
５
６
・
92
・
３
７
４
１

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
募
集

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
心
と
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
「
一
日
体
験
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
都
合
の
良
い
日
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
15
日
、
22
日
、
29
日

の
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
8
時

30
分

●
と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
参
加
費　

一
回
６
０
０
円

●
講
師　

若
林
百
合
子
さ
ん

●
申
し
込
み　

鶴
巻
☎
０
２
５
６
・

63
・
７
２
５
５

一
緒
に
べ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
ま
せ
ん
か

　

セ
サ
ミ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
赤
ち
ゃ

ん
を
丈
夫
に
し
、
心
を
育
て
る
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
く
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
の
見
学
も

ど
う
ぞ
。

●
と
き　

３
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

●
と
こ
ろ　

燕
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー　

●
講
師　

大
泉
（
開
業
助
産
師
）
丸

山（
育
児
相
談
担
当
）吉
田（
マ
ミ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
担
当
）

●
対
象　

生
後
１
カ
月
か
ら
い
く
つ

の
お
子
さ
ま
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す

●
会
費　

１
５
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
手
帳
、

防
水
シ
ー
ツ
、
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、

着
替
え
、
飲
み
物

●
申
し
込
み　

heart m
am

a

代
表

大
崎
☎
０
９
０
・
１
６
１
８
・
９
７

１
８
（
午
前
９
時
～
正
午
）

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ルW

ITH
 

M
E

ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ
ス
募
集

　

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
プ
ロ
が
優
し
く
、
丁
寧
に
、
根

気
よ
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
見
学
、

無
料
体
験
は
自
由
で
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
㈰
か
ら
毎
週
日

曜
日　

・
初
心
者
コ
ー
ス　

午
後
１
時
～
２

時　

会
費　

一
月
１
０
０
０
円

・
体
験
者
コ
ー
ス　

午
後
２
時
～
４

時　

会
費　

一
回
１
０
０
０
円

●
と
こ
ろ　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ　

横
塚
☎
０
２
５

６
・
62
・
３
４
１
２

ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

体
の
奥
深
い
部
分
の
筋
肉
を
鍛
え

る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
ゆ
が
み
が
矯

正
さ
れ
、
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。

若
い
人
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、
初
め

みんな
の

掲示板

このコーナーでは、市民の皆さんからいただいた
催し案内・会員募集などを掲載します。掲載を希
望する人は原稿を掲載希望号の１カ月前（土・日・
祝日の場合はその前日）までに行政課広報広聴係

（吉田庁舎・内線 337）へ持参してください。た
だし、広く市民が参加・応募できないものや、政治・
宗教活動、営利目的のものなどは掲載できません。
また、掲載内容の問い合わせなどについては、責任
を持って対応するようお願いします。

て
で
も
大
丈
夫
で
す
。

●
と
き　

４
月
３
日
㈫
か
ら
毎
週
火

曜
日　

午
後
６
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

燕
市
文
化
会
館

●
入
会
金　

無
料

●
会
費　

毎
月
１
０
０
０
円

●
そ
の
他　

厚
さ
５
ミ
リ
以
上
の
ヨ

ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
マ
ッ
ト
と
セ
ラ
バ

ン
ド
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日

は
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

●
主
催　

Ｆ
Ｔ
Ｐ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ク
ラ

ブ
燕

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

小
林

☎
０
９
０
・
５
５
５
２
・
３
７
８
９

会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
教
室

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
く
踊
っ

て
、
心
地
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
友

達
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

４
月
12
日
㈭
か
ら
毎
月
第

２
・
第
３
・
第
４
木
曜
日
（
祝
祭
日

の
関
係
な
ど
で
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

●
と
こ
ろ　

燕
市
老
人
集
会
セ
ン

タ
ー
（
大
曲
）
お
よ
び
燕
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
水
道
町
１
）
実
施
日

に
よ
り
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
55
歳
以
上

●
講
師　

金
子
曄
子
さ
ん

●
会
費　

年
額
４
０
０
０
円（
前
納
）

●
申
込
方
法　

３
月
８
日
㈭
と
22
日

㈭
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
の
間

に
、
老
人
集
会
セ
ン
タ
ー
へ
会
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

大
屋
☎
０
２
５

６
・
62
・
４
４
３
５

 在宅介護手当申請者で在宅
生活をしている人に 10 月か
ら 12 月分を 2月末日に指定
した銀行口座へ振り込みまし
たのでご確認ください。
　在宅介護手当は介護保険法
による介護認定を受け、要支
援１・要支援２・要支援・要
介護１～５と判定されて在宅
で過ごしている人に支給され
ます。申請をしていない人は
申請手続きをしてください。
新規の認定者については認定
結果通知書と一緒に申請書を
送付しています。
●支給金額について（月額）
　要支援１　　　1,500 円
　要支援２　　　3,100 円
　要支援　　　　1,800 円
　要介護１　　　5,000 円
　要介護２　　　5,800 円
　要介護３　　　8,000 円
　要介護４　　　9,200 円
　要介護５　     10,700 円
●申請先
・高齢福祉課高齢福祉係（燕
庁舎　内線 113）
・吉田サービスセンター保
健福祉係（吉田庁舎　内線
269）
・分水サービスセンター保
健福祉係（分水庁舎　内線
201）
●問い合わせ　高齢福祉課
高齢福祉係（燕庁舎　内線
113）

在宅介護手当の
振り込みを
ご確認ください



■市内の出来事や、頑張っ
ている皆さんの姿を紹介す
るこのコーナー。『広報つば
め』では、皆さんからの情
報をお待ちしてま〜す。
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　定員を超す応募があった「やさしいパパマ
マになるなる講座」。生涯学習開発財団認定
コーチの水科江利子さんを迎え、グループで
の話し合いや子育てへのアドバイスで、子ども
とのかかわり方に“気づく” ことができました。
気づくことで親に “変化” が起こり、親のちょっ
とした変化が、子どもを変えていきます。

災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
新
た
に
締
結

● 

１
月
31
日　

燕
市
役
所
吉
田
庁
舎　㈱アクティオと燕市では、災害時に仮設トイ

レや発電機などのレンタル機材一式を優先的
に供給する協定を締結しました。災害はいつ
やってくるか分かりません。緊急時にはお互い
連携を図り、救援物資がスムーズに市民の皆
さんへ供給できるよう取り組んでいきます。

親
が
変
わ
る
！　

子
ど
も
が
変
わ
る
！

● 

１
月
31
日　

吉
田
産
業
会
館

　バレンタインデーを間近に控えたこの日、約
20 人の子どもたちがチョコーレートづくりに挑
戦しました。お湯をはったボールの中でチョコ
レートをドロドロに溶かし、スプーンですくって
型の中に入れ、冷えて固まればできあがり！　
のはずが、なぜかこんなことに･･･。みんな、
おいしいチョコレートできたかな？

泥
だ
ら
け
じ
ゃ
な
く
て
チ
ョ
コ
だ
ら
け

● 

２
月
10
日　

杉
名
児
童
館

　毎日新聞農業記録賞（毎日新聞社主催）
は地域で頑張る農業者たちを応援するための
もの。星野マサ子さん（四ツ屋）が農業者と
して、地域の仲間と家族、ＪＡや農業大学校
などから指導を受けてきたことに対する感謝の
気持ちを文章にまとめ、全国表彰を受賞されま
した。おめでとうございます。

　鬼をモチーフに、牛乳パックを利用した手作
りポシェットを作りました。これは節分でまく豆
を入れるためのもの。こういう工作は、子ども
よりも大人のほうが一生懸命になってしまうの
が世の常。色紙やシール、毛糸などを使って、
それぞれが感受性豊かで独創的な作品を作り
上げていました。

鬼
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
は
い
い
ポ
シ
ェ
ッ
ト
♪

● 
１
月
30
日　

分
水
児
童
館

農
業
に
取
り
組
む
熱
き
想
い

●
星
野
マ
サ
子
さ
ん
が
毎
日
新
聞
農
業
記
録
賞
優
良
賞
を
受
賞

指
を
切
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
！

● 

１
月
27
日　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美

安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
食
品
を
提
供

● 

ツ
バ
メ
フ
ァ
ー
ム
が
ク
リ
ー
ン
エ
ッ
グ
生
産
農
場
に

　消費者の「食に対する安全・安心の意識」
が高まる中、高品質な畜産物の生産と消費拡
大を図る新潟県と㈳新潟県畜産協会では「畜
産安心ブランド推進事業」に取り組んでいま
す。昨年 12 月、ツバメファーム（道金）が厳
しい衛生基準をクリアし、『クリーンエッグ生産
農場』として県畜産協会から認定されました。

初体験、和楽器演奏にチャレンジだ！
●２月６日　吉田南小学校

　写真は、吉田南小 6 年生の総合学習「日本の楽器体
験演奏会」での 1 コマです。学習は和楽器の演奏を楽し
んでいる光琳会の皆さん 7 人を招き、児童たちに和楽器
の美しい音を聴いてもらい、実際に触れてもらおうというも
の。「ギターやリコーダーと違い、三味線や尺八の澄んだ
音色はとてもきれいでした」と、子どもたちは日本の楽器
にチョー感激した総合学習でした。

　試合開始前、プロバスケットボールチーム新
潟アルビレックス BB の池田雄一選手（燕市
出身）に、手作りのボードを掲げて声援を送
る子どもたち。この日、燕・弥彦地区の後援
会が発足。名誉顧問である小林市長も会場を
訪れ、始球式（トスアップ）を行いました。

「
池
田
選
手
が
ん
ば
っ
て
〜
！
」

●
２
月
18
日　

朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

　地元産のそば粉を使っての「新春そば打ち
体験道場」。自分の手で打ったそばをその場
で楽しむことができると大好評です。大人はも
ちろん子どもたちも、全身の力を込めてそば粉
を練り、のばし、切っていました。できあがっ
たそばの味は？　格別に決まってますよねぇ。

　今年も青少年健全育成燕市民会議吉田地
区主催の「親子ひな人形づくり講習会」に、
41 組の親子が参加しました。材料は和紙と
紙コップ、発泡スチロールのボール etc です。
親子で作るひな人形。世界で一つしかない思
い出のひな人形。皆さん、大切に飾ってね。

あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
に
♪

●
２
月
12
日　

吉
田
婦
人
会
館



子の名 ふりがな 保護者 行政区
【燕地区】
   玲 れい 久住　健一 小牧
晴   翔 はると 今井　洋 大曲
彩   心 あこ 笠原　優一 花園町
陸   央 りお 伊藤　誠 新生町
凛   花 りんか 玉橋　洋平 穀町
結   大 ゆうた 田崎　洋一 東町
睦   月 むつき 　岡　悟 灰方
さ   や さや 田中　一彦 東町
陽   織 ひおり 坂井　宏行 柳山
雛   美 ひなみ 竹内　徹 花園町
悠   真 ゆうま 寺田　智央 水道町４丁目
研   一 けんいち 中条　秋男 大船渡
想   士 そうし 笠原　芳和 廿六木三区
   凛 りん 小栁　斉民 秋葉町２丁目
   玲 れい 小栁　斉民 秋葉町２丁目
彩   菜 あやな 矢代　護 東町
森   士 しんじ 髙井　学 西燕町
琉   生 るい 西方　則夫 東町
ちひろ ちひろ 山崎　仁士 秋葉町１丁目
あおい あおい 山崎　仁士 秋葉町１丁目

【吉田地区】
玲   音 れおん 高野　忠幸 吉田東町
琥   珀 こはく 関　博史 吉田西太田
愛   依 めい 小林　直栄 佐渡山上組
翔   大 しょうた 庭木　崇好 吉田浜首町
唯   月 いつき 堀　英士 富永
政   紀 まさき 松﨑　政広 吉田旭町一丁目
梓   美 あずみ 澤野　実 佐渡山中組
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Key o
f

Inform
atio

n鍵くらしの
きー情報

おたんじょう（敬称略・2/1 〜 2/15 届出分）おくやみ（敬称略・2/1 〜 2/15 届出分）

3月7日・14日・26日・27日・28日・
29日・30日

3月11日
●市民課市民係（燕庁舎）
☎ 0256-63-4131 内線 146
●吉田サービスセンター
☎ 0256-92-2111 内線 262
●分水サービスセンター 
☎ 0256-97-2111 内線 209

窓口延長　　　

日曜窓口

※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
人
は
届
出
の
際
に
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

毎週水曜日 
年　度　末

毎月第２日曜日 正午まで

道の駅
国上から

3 月

４日㊐

11日㊐

18日㊐

21日㊗

◉岩﨑内科医院（小高）
✚しまがきクリニック（新潟市巻甲）
◉斎藤医院（中央通一）
✚高橋整形外科クリニック（新潟市押付）
◉安藤医院（水道町 4 丁目）
✚県立吉田病院（吉田大保町）
◉小島医院（南 5 丁目）
✚本間医院（地蔵堂本町 2 丁目 1）

休日救急当番医 問い合わせ　
燕消防署　☎0256・66・0119　
吉田消防署☎0256・92・2200　
分水消防署☎0256・97・2688

☎ 0256-61-3666
☎ 0256-73-1312
☎ 0256-63-4006
☎ 0256-70-4020
☎ 0256-66-1377
☎ 0256-92-5111
☎ 0256-63-2733
☎ 0256-98-2350

◉は内科系：午前 9 時〜午後 5 時・✚は外科系：午前 9 時〜午後 6 時

▪西蒲原地区休日夜間急患センター
　新潟市巻甲 4363（巻税務署向かい）☎ 0256-72-5499
診療科目　内科・小児科・歯科
診療時間　日曜日・祝日　午前 9 時〜午後 6 時
夜間受付　毎日午後 7 時〜 9 時 30 分（内科・小児科のみ）

ふれあいパーク久賀美（道の駅国上内）
燕市国上 5866-1　☎ 0256-98-0770
休館日　毎週月曜日

健康ＱアンドＡ燕労災病院
内　科　内田　守昭

Ｑピロリ菌とはどんな細菌なのでしょうか？
Ａ衛生状態の不良な環境において、ヒトからヒトへ
経口感染するらせん状の細菌で、胃の出口付近に住
んでいます。胃酸（強酸性）の中で生きるため、ア
ンモニアを作り出して胃酸を中和し、胃粘膜細胞の間
に入り込んで増殖して胃潰瘍などの原因になります。
Ｑピロリ菌が胃の中にいると、どんな病気が起こる
のですか ?
Ａ胃炎の原因になるほか、潰瘍患者の約８割にピロ
リ菌が証明され、除菌治療により潰瘍の治癒や再発
頻度の低下が見られることから、潰瘍の主な原因と
されています。また、胃にできる悪性リンパ腫とい
う腫瘍の原因にも挙げられており、胃がんの発生に
かかわるという報告もあります。特発性血小板減少
性紫斑病という血液疾患にも関連が見られるようで
す。
Ｑピロリ菌は家族間で感染しますか？
Ａ通常の日常生活において夫婦間、成人間の感染は
まずありません。幼児に関しては、ピロリ菌に感染
した大人が、食べ物を子どもに口移しで与えること
で感染する可能性はあります。

胃十二指腸潰瘍とピロリ菌（ヘリコバクター・ピロリ）について

住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
・
税
務
関
係
の
証

明
書
の
発
行
（
所
得
証
明
は
申
告
者
の
み
交
付
）、

納
税
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
（
燕
庁
舎
の
み
）
が
で

き
ま
す
。

人口と世帯
男　性
女　性
合　計
世　帯

41,350
43,221
84,571
26,488

人
人
人
世帯

平成 19 年 2 月 1 日現在（）は前月比

（− 1）
（ー 13）
（ー 14）
（＋ 2）

午後 7時まで

Ｑピロリ菌の検査方法を教えてください
Ａ内視鏡下に胃粘膜を採取して行う検査（培養、検
鏡、迅速ウレアーゼ試験など）や、薬を飲んで呼気
中のアンモニアを調べる尿素呼気試験があります。
Ｑピロリ菌が胃がんの原因になるというのは本当で
しょうか？
Ａピロリ菌感染者は、約６倍の胃がんが発生しやす
いという報告や、動物にピロリ菌を感染させ発がん
を確認した論文も発表されていますが、ピロリ菌の
感染だけで胃がんが発生するとは言い切れず、世界
中で現在も研究されています。
Ｑピロリ菌の治療方法を教えてください
Ａ胃酸分泌抑制薬と抗生物質の２剤の３剤を同時に
１週間内服する方法で、７割前後の除菌率が得られ
ます。なお、アレルギーや副作用のため除菌治療が
制限される場合もあります。
Ｑピロリ菌にヨーグルトは効きますか？
Ａピロリ菌に対する抗菌作用がヨーグルトにあると
いう報告はありますが、常用量ではピロリ菌を除菌
するまでにはいたらず、菌の数を減少させる程度に
とどまります。

久
賀
美
そ
ば
の
日

　

毎
月
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
久
賀

美
そ
ば
の
日
』。
食
堂
味
処
花

て
ま
り
の
そ
ば
の
メ
ニ
ュ
ー
が

す
べ
て
分
水
産
そ
ば
粉
１
０

０
％
の
打
ち
た
て
そ
ば
を
提
供

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。
当
日
は
う
ど
ん
や
そ
の
他

の
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま

す
。

●
と
き　

３
月
25
日
㈰　

午
前

11
時
〜
午
後
4
時

●
と
こ
ろ　

味
処
花
て
ま
り

●
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

・
天
ぷ
ら
そ
ば　

５
５
０
円

・
涼
感
そ
ば
（
ざ
る
そ
ば
）　

５
０
０
円

※
お
昼
時
は
若
干
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
召
し

上
が
り
た
い
場
合
は
、
開
店
直

後
か
午
後
2
時
以
降
の
ご
来
店

を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
ば
の
お

持
ち
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

分
水
文
化
協
会
合
同
展
示

　

分
水
文
化
協
会
所
属
団
体
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
展
示
期
間　

３
月
31
日
㈯
～

５
月
10
日
㈭　

午
前
９
時
～
午

後
５
時

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

久
賀
美

●
参
加
団
体　

フ
ォ
ト
分
水
、

分
水
切
り
絵
村
、分
水
書
道
会
、

墨
游
会
、川
柳
ぶ
ん
す
い
吟
社
、

友
染
会
、
笹
子
俳
句
会
、
分
水

拓
本
研
究
会
、
日
本
画
の
会
、

分
水
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
華
、
つ

ち
の
子
会

ぶ
ん
す
い
ふ
れ
あ
い
市

一
周
年
感
謝
祭

　

ぶ
ん
す
い
ふ
れ
あ
い
市
が
開

店
し
て
か
ら
一
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
、
お
買
い

上
げ
の
皆
さ
ん
に
豚
汁
を
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す
。
ご
来
店
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
11
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
１
時

なくなられた方 年齢 行政区
【燕地区】
細川　マツノ 93 歳 杉柳
佐藤　和也 72 歳 緑町
関川　ハナ 92 歳 中央通一
清水　スジ 93 歳 佐渡
熊谷　キヨ 87 歳 小池
堀井　礼子 59 歳 小高
中条　ツイ 86 歳 小古津新
鷲尾　春生 59 歳 小高
熊谷　久一郎 80 歳 廿六木四区
佐藤　きい子 92 歳 二階堂
渡邉　スイ 85 歳 道金
星野　ケイ 76 歳 小古津新
遠藤　勇 81 歳 灰方
髙橋　マヨ 85 歳 佐渡
小田　シズ 87 歳 佐渡
佐藤　新一 71 歳 大曲

【吉田地区】
本間　レヱ子 73 歳 吉田神田町
足立　昭司 68 歳 吉田下中野
草野　政吉 89 歳 吉田旭町二丁目
池田　保 75 歳 吉田東町
小栁　スイ 89 歳 吉田旭町三丁目
沼田　省伍 87 歳 吉田旭町三丁目
深澤　八十一 89 歳 佐渡山上組

【分水地区】
山田　チヨ 88 歳 上諏訪
古沢　トメ 85 歳 上諏訪
藤田　千代 95 歳 分水旭町四丁目
野口　久榮 79 歳 分水新町四丁目
土屋　政吉 83 歳 砂子塚
熊木　芳雄 82 歳 長辰
内田　政英 99 歳 地蔵堂本町二丁目 1
坂田　喜久枝 88 歳 上諏訪
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横田さんは新潟大学大学院自然科学研究科で
環境共生科学を専攻する大学院生。建築物や古
い民家、集落などについて研究しています。昨
年 10 月、公募を含む 51 人の市民の皆さんで
スタートした「新庁舎建設市民検討委員会」に
参加し、新庁舎のあり方や規模、機能などにつ
いて話し合っています。そんな横田さんの趣味は
旅をすること。青春18切符を手に夜行列車を乗
り継ぎ、全国各地の有名な建築物を訪ね歩くの
が大好きだそうです。

横田　麻琴 さん
よこたまこと　吉田西太田　23 歳

▼
例
年
で
す
と
「
春
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
」
と
編

集
後
記
を
し
め
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
は
そ
う
は
い
か
な
い
で
す
ね
。

３
月
４
月
は
な
ん
と
な
く
気
分
が
ウ
キ
ウ

キ
し
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た

く
な
る
こ
の
時
期
。
始
め
る
と
い
っ
て
も
習

い
事
だ
け
で
な
く
、「
新
し
い
洋
服
が
欲
し

い
わ
」
と
か
、「
新
色
の
口
紅
を
つ
け
て
み

た
い
わ
」
と
か
、
自
分
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て

み
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
変
え
て
み
た
い
と
か
、
変
わ
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

▼
「
広
報
つ
ば
め
」
平
成
18
年
11
月
１
日

号
が
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
入
選

１
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
す
べ

て
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
、
こ
ち

ら
の
力
不
足
で
県
知
事
賞
に
は
あ
と
一
歩

届
か
ず
。
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
推
薦
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
ど
う
評
価
さ
れ
る

か
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
地
球
温
暖
化
な
の
で
し
ょ
う
か
、
ど
う

し
た
ん
で
し
ょ
う
、
雪
。
2
月
と
言
え
ば
一

番
凍
り
つ
く
ほ
ど
の
寒
さ
な
の
に
…
。「
本

当
に
真
冬
？
」
と
疑
う
ほ
ど
の
暖
か
な
晴

天
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
市
民
の
方
か
ら
１

枚
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。「
微
笑
ま
し
い
光
景
」
を
皆
さ
ん
に
お

見
せ
し
て
と
、
写
真
は
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
に
近
所
を
散
歩
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
お

二
人
の
仲
良
し
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ス
ナ
ッ
プ

で
す
。
お
二
人
に
は
掲
載
の
了
解
を
い
た

だ
い
た
そ
う
で
す
。
例
年
の
こ
の
時
期
に

は
な
い
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
た
く
さ
ん

の
人
や
車
が
行
き
交
う
道
端
で
、
愛
用
の＂

マ
イ
カ
ー
＂に
腰
を
下
ろ
し
、
楽
し
そ
う
に

話
に
興
じ
て
お
ら
れ
る
光
景
を
目
に
し
、

思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け
た
と
か
。
こ
の
写

真
、
な
ん
と
も＂
マ
イ

カ
ー
＂が
い
い
で
す
よ

ね
。
も
ち
ろ
ん
今
冬

は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

は
必
要
な
い
…
よ
う

で
す
。
写
真
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
工
作
を
し
た
り
絵

を
描
い
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

父
が
土
木
系
の
設
計
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
家
に
あ
る
図
面
を
よ
く
眺
め
て
い

ま
し
た
ね
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
モ
ノ
を
作
る

仕
事
に
対
し
て
の
漠
然
と
し
た
あ
こ
が
れ

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
校
生

の
こ
ろ
に
は
大
学
で
建
築
を
勉
強
し
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
に
応
募
し
た
理
由
は
、
わ

た
し
に
と
っ
て
良
い
勉
強
に
な
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
新
庁
舎
と
い
う
建
造
物
そ

の
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や
経
験
を

持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
る
場
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
学
生
生
活
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
で
す
か
ら
。

わ
た
し
が
描
く
新
し
い
庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
明
る
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

初
め
て
の
会
議
の
と
き
、
緊
張
し
て
い

た
わ
た
し
に
、
隣
の
席
の
女
性
が
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
き
っ
と
良
い

勉
強
に
な
る
わ
よ
。
頑
張
っ
て
」
と
。
そ

の
言
葉
が
わ
た
し
を
と
て
も
ラ
ク
に
し
て

く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
描
く
新
し
い
庁
舎
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
明
る
い
」
と
い

う
も
の
で
す
。
役
所
っ
て
ど
う
し
て
も
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
当

た
り
前
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
用
が

な
け
れ
ば
行
か
な
い
と
い
う
か
…
。
新
庁

舎
は
、
近
く
を
通
っ
た
ら
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
建

物
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
検
討
委
員
会
に
参
加
し
て
感
じ

た
の
は
、
自
分
が
住
む
ま
ち
に
関
心
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
検
討
委
員
会
で

交
わ
さ
れ
た
多
く
の
意
見
や
議
論
は
と
て

も
有
意
義
な
も
の
で
し
た
し
、
新
庁
舎
建

設
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
し
た
。
今
月

中
に
は
基
本
構
想
市
民
案
が
作
成
さ
れ
、

わ
た
し
た
ち
の
仕
事
は
こ
れ
で
一
段
落
と

な
り
ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い
庁
舎
が
完
成

す
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

↑ワークショップ形式で話し合う市
民検討委員会。写真左端が横田さ
んです。10 月 17 日から現在まで５
回の会議が開催され、今月には「新
庁舎建設基本構想市民案」として
取りまとめられます。


